
第４学年１組  道徳科学習指導案 

令和○年○月○日(○)第○校時 

授業者    

 

１ 主題名  重なる想い、伝わる想い 

２ ねらい  広子と正子のお互いがお互いを想い合っているからこそ、悩むこともある。また、相手を想うか

らこそ、過ちを正直に話した方がいいこともある。これらのことについて話し合う学習を通して、

友達や周囲の人間と互いに思いを寄せ合い、信頼し、助け合おうとする態度を育てる。 

  教材名  大きな絵はがき (出典：「新しいどうとく ４」東京書籍) 

３ 主題設定の理由 

 （１） ねらいや指導内容について 

    本時は、小学校第３学年及び第４学年の内容項目「友達と互いに理解し、信頼し、助け合うこと。」に関

係するものである。内容項目は、第５学年及び第６学年の「友達と互いに信頼し、学び合って友情を深め、

異性についても理解しながら、人間関係を築いていくこと。」につながっていく。今回の内容項目は年間

２回行う計画になっている。 

    主人公である広子は、仲良しの正子から、絵はがきをもらうが、その絵はがきには不足料金が発生して

いた。友達だからこそ、不快な思いをさせたくないという思いもあり、不足料金を正子に伝えることに悩

む。 

    児童の成長にとって、友達関係は最も重要な人間関係の一つである。友達だからこそ、その人の立場に

たち考え、本音で話すべきか、話さないべきか悩むこともある。しかし、友達だからこそ、その人のため

にできることがある。時には、傷つけてしまうかもしれないと不安に感じるかもしれないが、その不安を

こえられるのは、信頼である。信頼できるからこそ、その人のことを想い、伝えたいことも伝えることが

できる。そのような伝え合える関係にあるからこそ、お互いに高め合い成長ができるようになる。 

    そのような信頼をもとにした、より良い友達関係を築けるようになっていてほしい。 

    指導に当たっては、広子の正子と仲良しだからこそ、正直に言いだせないもどかしさを感じさせながら、

正子に対して何を思い、何を大切にしたからこそ、最後は不足料金があることを正子に言おうという判断

したのかを考えさせたい。そして、友情という関係の根底に、信頼が芽生えていることが、お互いを高め

合えるより良い関係にあるという気づきこそが、自己マスタリーの育成に繋がると考える。 

 （２） これまでの学習状況及び児童の実態について 

    本学級の児童は、共に協力し合いながら、運動会や校内音楽会などの行事に取り組んできた。運動会の

応援や校内音楽会の練習では実行委員の呼びかけに対し、休み時間などにもみんなで取り組んでいる様

子だった。校内音楽会の当日では教室で円陣を組み、気持ちを高める姿や、歌い終わった後の教室での、

これまで取り組んできたことに満足する姿からは、クラスみんなでの気持ちの高まり合いを感じること

ができた。しかし、やさしさや、発達段階で脱中心化の時期でもあり、周りを気にしてしまい、正しいこ

とをはっきりと声に出せないもどかしさもクラス内に感じられる。また友だち同士注意をできることも

あるが、その注意をすることに満足してしまっている様子も感じられる。 

道徳の授業においては、友達の意見に耳を傾け、自分の考えを深めようとする様子も見られる。本時を

通して、他者の想いを受け、自分の行動を省みることができるということに気付き、そのようなお互いを

高め合える切磋琢磨の関係性を養うことで自己マスタリーの育成を図りたい。 

 （３） 教材の特質や活用方法について 

    本教材は、主人公が友達で大切な存在だからこそ、友達の間違いを教えるべきか教えないでおくべきか



悩みながらも、これまでを振り返り、本当の友情、信頼とは何かを考える話である。 

    本学級の児童の実態を受け、主に次の場面を中心に話し合うことにする。 

    ①正子が絵はがきを書いている場面 

     どのような気持ちで絵はがきを描いていたのかを考えさせる。 

    ②広子が絵はがきをもらった場面 

     絵はがきを受け取った際の気持ちを考えさせる。 

    ③広子が迷っている場面 

     大事な友達だからこそ、余計なことを言って傷つけたくない気持ちや、その反面、大切な友達と思う

からこそ、言えることもある。という気持ちについて考えさせる。 

    ④正子が伝えた場面 

     わかってくれると思った気持ちについて考えさせる 

以上の理由から本時の主題を設定した。 

４ 学習指導過程 

段

階 
学習活動と主な発問 予想される児童の反応 

・指導上の留意点 

☆評価の視点 

導

入 

１ 教材への関心を高める。 

・大きな絵はがきを見せて転校し

た正子と広子の関係を振り返

りながら、正子がどのような思

いで絵はがきを書いたのかを

考える 

 

・転校しても友達でいてほしい。 

・仲良しだよ。 

・広子に会いたいな。 

・広子にもこの景色を伝えたい

な。 

・喜んでくれるかな。 

 

・正子が転校しても、広子のこと  

を友達と思い、広子のことを大

切な存在と感じていることを

感じさせたい。 

展 

 

 

 

 

 

 

 

開 

２ 教材を読み、話し合う。 

(１) 絵はがきをもらった広子は

どんな気持ちになりました

か。 

 

 

 

(２) 不足料金があることを知っ

たときどんな気持ちになり

ましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・うれしい。 

・ありがとう。 

・転校したのにわざわざ。 

・返事を書きたいな。 

・不足料金のことどうしよう。 

 

伝える 

・他の友達にも間違って送ってし

まうかもしれないから正子の

ことが心配。 

・恥ずかしい思いをさせてしま

う。 

・間違いは間違い。 

・正しいことは正直に言うべき。 

・言った方がいいと思うから。 

伝えない 

・せっかく絵はがきをくれたのに

嫌な思いをさせてしまう。 

・嫌われてしまう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・正子の気持ちを深く考えている

からこそ、伝えるべきか、伝え

ないかを悩んでしまっている。

どちらの考えが正しいとかで

はなく、大切な友達と思ってい

るからこそ、悩む気持ちにもな

ることを感じさせたい。 

☆広子が考えていることについ

て、自分の思いを伝え合い、

様々な見方や立場から考えて

いる。（発言・つぶやき・ペア） 

 



 

 

 

 

 

(３) 正子に伝える気持ちにさせ

たのは何だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自己を見つめる 

・二人の関係から学んだことはな

んですか。また、あなたは友達

と過ごす中で、何を大切にして

いきたいですか。 

・もう絵はがきをくれなくなって

しまうかもしれない。 

・今じゃなくても今度伝えればい

いかな。 

 

・すごく迷ったけれど、正子にな

ら伝わるんじゃないかな。 

・きっとわかってくれる。 

・絵はがきを書いてくれた正子は

きっと私のことを大切と思っ

てくれているから、正直に伝え

ても大丈夫。 

・伝えたほうが正子のためにな

る。 

 

 

・お互いがお互いを思っているか

らこそ、伝わることもあるから

そういう友達関係を築いてい

きたい。 

・思いが伝わるかわからないけれ

ど、もし、友達が間違ったこと

をしたとき、自分の気持ちが伝

わるような関係を友達と作っ

ていきたい。 

 

 

 

 

 

・広子と正子の想いが重なってい

ると思っているからこそ、伝わ

ると思ったという気持ちに気

付かせたい。 

・伝えることだけではなく、伝え

ないの中にも正子を大切に思

っているという気持ちが同じ

ように含まれていることにも

考えさせる。 

 

 

☆二人の関係から学んだことに

ついて考え、自分との関わりで

考えている。（ノート・発表） 

終

末 

4 教師の説話を聞く 

 

 ・友達や周囲の人間と互いに思い

を寄せ合い、信頼し、助け合お

うとする態度を育てる。 

５ 他の教育活動との関連 

事前指導 
・教材文「大きな絵はがき」を宿題として読んでおく。(道徳音読) 

特別の教科道徳 

教材名 「大きな絵はがき」 

 広子と正子のお互いがお互いを想い合っているからこそ、悩むこともある。また、相手を

想うからこそ、過ちを正直に話した方がいいこともある。これらのことについて話し合う学

習を通して、友達や周囲の人間と互いに思いを寄せ合い、信頼し、助け合おうとする態度を

育てる。 

事後指導  道徳コーナーに意見を掲示するとともに、コメントをノートに書き意欲を高める。 

家庭との連携 
 授業中に書いた道徳ノートを教室内にある「道徳コーナー」に掲示し、授業参観の折に見

ていただく。 

 

 

 



６ 板書計画 

 

 

 

７ 評価の視点 

【物事を多面的・多角的に考えている様子】 

・広子の「伝えるか」、「伝えないか」を悩む姿と自分を重ねながら、友達の意見を聞きながら、考えを深めてい

る。 

【道徳的価値についての理解を自分との関わりで深めている様子】 

・二人の関係から、自分の今後で大切にしていきたいことを、考えている。 


